
「
日
本
の
一
青
年
が

  
英
国
の
秘
密
を

  
盗
み
出
し
た
」

　

竹
鶴
政
孝
が
本
場
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
味
を
日
本
に
導
入
し
た
情
熱
を
語
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
1
9
6
2
（
昭
和
37
）
年
に
来
日
し
た
英
国
の
ヒ
ュ
ー

ム
首
相
は
、ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
の
味
の
良
さ
に
感
銘
し
て
、歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー

の
挨
拶
で
「
日
本
の
一
青
年
が
1
9
1
8
年
、
1
本
の
万
年
筆
と
ノ
ー
ト
で
イ

ギ
リ
ス
伝
統
の
ウ
イ
ス
キ
ー
づ
く
り
の
秘
密
を
盗
ん
で
い
っ
た
」
と
語
っ
た
。

  

余
市
町
こ
そ
、
情
熱
の
男
・
竹
鶴
政
孝
が
全
国
を
行
脚
し
て
最
後
に
辿
り
着

い
た
ウ
イ
ス
キ
ー
づ
く
り
の
理
想
郷
で
あ
っ
た
。

  

竹
鶴
は
1
9
7
9
（
昭
和
54
）
年
に
85
歳
で
没
す
る
ま
で
、「
ウ
イ
ス
キ
ー

を
左
右
す
る
の
は
優
れ
た
自
然
と
人
の
心
構
え
だ
」
と
述
べ
、
生
涯
、
ウ
イ
ス

キ
ー
づ
く
り
を
貫
い
た
。 の

と
心
に
決
め
、
北
海
道
の
余
市
に
同
年
7
月
「
大
日
本

果
汁
株
式
会
社
」
を
設
立
し
た
。
10
月
に
念
願
の
ウ
イ
ス

キ
ー
づ
く
り
を
開
始
、
モ
ル
ト
原
酒
の
熟
成
を
待
つ
間
に

リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
の
製
造
を
手
が
け
る
な
ど
し
て
貯
蔵

庫
に
眠
る
モ
ル
ト
原
酒
の
熟
成
を
ひ
た
す
ら
待
ち
続
け
、

１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年
10
月
、
念
願
の
第
1
号
ウ
イ
ス

キ
ー
を
出
荷
、そ
の
名
を
大
日
本
果
汁
の
「
日
」
と
「
果
」

今も創業当時と同じ製法でウイスキーが作られている。余市蒸溜
所はすべて当時の社員たちの手で建てられ、木が植えられた。主
に軟石で造られた建物群はスコットランドをほうふつさせる。

●お問い合わせ先  
　ニッカウヰスキー余市蒸溜所

　Tel.  0135-23-3131
　余市町総務部企画政策課

Tel.  0135-21-2142
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ニッカウヰスキー
余市蒸溜所

か
ら
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
と
命
名
。

　

以
後
70
年
の
歳
月
を
費
や
し
、
製
造
方
法
は
当
時
と
同

じ
く
直
火
蒸
溜
に
て
、
香
り
高
い
重
厚
な
モ
ル
ト
原
酒
を

製
造
し
て
い
る
。

　

余
市
蒸
溜
所
で
は
、
尖
が
り
屋
根
の
石
造
り
の
工
場
群

（
工
場
正
門
、
第
一
麦
芽
乾
燥
塔
、
第
二
麦
芽
乾
燥
塔
、

蒸
溜
工
場
、
仕
込
み
工
場
、
醗
酵
タ
ン
ク
室
、
混
和
工
場
、

製
樽
工
場
、
貯
蔵
庫
27
棟
）
や
創
立
当
時
の
事
務
所
（
余

市
町
指
定
文
化
財
）、
リ
タ
ハ
ウ
ス
（
旧
研
究
室
）
な
ど

が
点
在
し
、
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て

い
る
。
ま
た
、
ウ
イ
ス
キ
ー
製
造
工
程
と
１
９
９
８
（
平

成
10
）
年
に
貯
蔵
庫
を
2
棟
改
造
し
て
造
ら
れ
た
ウ
イ
ス

キ
ー
博
物
館
の
見
学
が
で
き
、
博
物
館
の
中
で
は
シ
ン
グ

ル
カ
ス
ク
ウ
イ
ス
キ
ー
（
原
酒
）
10
年
の
試
飲
、
ウ
イ
ス

キ
ー
会
館
で
は
ウ
イ
ス
キ
ー
・
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
・
ア
ッ

プ
ル
ワ
イ
ン
の
試
飲
が
楽
し
め
る
な
ど
、
年
間
通
じ
て
大

勢
の
見
学
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

竹鶴　政孝


